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ア
ジ
ア
十
三
カ
国
の
医
師
た
ち
で
構
成
す
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
事
務
局
・
岡
山
市
）
が
先
ご
ろ
、
‥

「
在
日
外
国
人
の
医
療
問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
岡
山
市
内
で
開
い
た
。
参
加
し
た
在
日
外
国
人
や
医
療
関
係

者
ら
は
、
言
葉
の
苦
労
や
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
説
明
と
同
意
）
の
難
し
さ
な
ど
、
医
師
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
を
述
べ
、
「
問
題
解
決
の
た
め
に
官
民
で
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
京
、

大
阪
、
栃
木
に
続
き
四
回
目
。

こ
れ
ま
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

い
て
き
た
中
で
、
病
気
に
な
っ

て
も
、
言
葉
が
通
じ
な
い
た
め

治
療
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
な

ど
在
日
外
国
人
の
医
療
上
の
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
岡

山
で
も
、
こ
う
い
っ
た
実
態
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
解
決
策

を
探
っ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ペ
ル
ー
の

国
立
精
神
衛
生
研
究
所
に
一
年

間
派
遣
さ
れ
て
い
た
村
内
重
夫

・
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
精

神
科
医
師
（
東
京
都
）
、
外
国

人
の
診
療
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
国
政
郵
政
・
ク
ニ

マ
サ
内
科
精
神
科
小
児
科
医
院

長
（
倉
敷
市
）
、
放
置
自
転
車

を
再
利
用
し
、
留
学
生
に
貸
し

だ
す
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
ア
ウ
ト
ロ

ー
の
今
井
龍
祥
代
表
（
岡
山

市
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
会
社

員
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ラ
イ
ー
ス
さ

ん
（
同
）
、
そ
れ
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
の
菅
波
茂
・
菅
波
内
科
医

院
長
（
同
）
の
五
人
。

　
ま
ず
初
め
に
、
外
国
人
の
立

場
か
ら
、
モ
ハ
マ
ッ
ド
こ
フ
イ

難しい説明と同意闇

費用面の心配多いで

Ｉ
ス
さ
ん
が
「
両
院
で
は
言
葉

が
通
じ
な
い
上
に
、
パ
キ
ス
タ

ン
人
と
い
う
こ
と
で
見
下
す
医

師
も
い
た
。
文
化
的
な
違
い
で
、

る
。
詔
学
生
た
ち
で
つ
く
る
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
も
活
発
に
な
っ

た
が
、
手
の
骨
を
折
る
な
ど
の

急
患
の
場
合
、
ど
の
両
院
に
行

け
ば
い
い
の
か
、
ど
の
く
ら
い

医
療
費
が
い
る
の
か
な
ど
心
配

が
多
い
」
と
付
け
加
え
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
外
国
人
の
診

療
経
験
を
通
し
て
医
師
の
立
場

か
ら
「
正
し
い
症
状
を
聞
き
出

す
た
め
に
は
、
母
国
語
で
の
診

療
が
必
要
。
し
か
し
、
英
語
以

外
の
場
合
は
特
に
言
葉
の
問
題

が
大
き
い
。
ま
た
、
保
険
制
度

の
こ
と
を
含
め
、
日
本
の
医
療

制
度
を
知
ら
な
い
外
国
人
が
多

い
。
習
慣
の
違
い
で
治
療
に
過

ち
を
犯
す
危
険
性
も
あ
る
」
（
国

政
医
院
長
）
。
「
診
療
を
し
っ

か
り
時
間
を
か
け
て
受
け
た
が

っ
た
り
、
薬
を
薬
局
で
も
ら
い

た
い
と
す
る
人
な
ど
、
国
に
よ

る
医
療
制
度
の
差
か
ら
来
る
問

題
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
が
今
後
の
課
題
」

　
（
菅
波
医
院
長
）
な
ど
診
療
の

難
し
さ
を
話
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
「
日
本
の
医

療
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
」

　
「
行
政
は
、
お
金
を
出
す
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
な
く
現
状
を
認

保
険
制
度
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
必
要
　
識
せ
ね
ば
』
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
意
見
が
出
た
。

診
療
を
受
け
づ
ら
か
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
一
般
的
に
外
国
人
に

は
情
報
が
不
足
し
が
ち
な
た
め

病
気
に
か
か
っ
て
も
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
な
ど
戸
惑
う
こ
と
が
多
い
」

な
ど
と
体
験
談
を
発
表
。

　
外
国
人
の
相
談
を
受
け
て
い

る
今
井
代
表
は
「
岡
山
で
も
毎

年
、
多
く
の
留
学
生
か
来
て
い

　
最
後
に
全
員
で
▽
言
葉
の
壁

▽
医
療
習
慣
の
違
い
▽
行
政
レ

ベ
ル
の
対
応
と
医
療
現
場
で
の

対
応
－
な
ど
、
今
後
の
課
題
を

挙
げ
、
「
も
っ
と
官
民
一
体
と
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な
っ
た
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

な
け
れ
ば
宍
量
話
し
合
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
今
年
四
月
に
開

設
し
た
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
東
京
）
に
は
、
九
月
ま
で

の
半
年
間
で
、
全
国
の
在
日
外

国
人
か
ら
五
百
二
十
九
件
の
電

話
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
別
で
は
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
ア
ジ
ア
が
四
〇
エ
ハ
％

で
最
も
多
く
、
次
い
で
欧
米
（
三

九
・
三
％
）
、
南
米
（
七
八
％
）

の
順
。
相
談
内
容
は
、
言
葉
の
わ

か
る
医
師
の
紹
介
が
七
丁
五

％
と
圧
倒
的
丿
金
銭
問
題
（
一

７
二
％
）
医
療
制
度
’
｛
｝
）
了

一
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
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